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11日㈭
13日㈯
～16日㈫まで
17日㈬
26日㈮

第１学期始業式(年少休み)
第45回入園式
午前保育
年中・年長１日保育開始
４月誕生会

4月の主な行事

　誕生会には保護者の皆様へ毎回このような言葉を伝えてきました。「幼児期は徹底的に愛されることが
大切です。お子様が誕生されるまでの保護者や周りの大人の不安や喜び、名前に託された願いや希望を、
ハグをしながら伝えてください。このことを通して『自分は愛されているんだ』という自己肯定感が生まれ、他の人も大切にしていく根本に
なります。毎回同じことでも、１年ずつ成長をする子どもの受け取り方に深みが出てきますので年齢を重ねても続けてください」と・・・
　大人は子ども達の応援者でありたいと強く思っています。
　幼稚園が大切にしていた建学の精神「心技一如」（しんぎいちにょ）＝心と身体をいっぱい耕すの精神で、根元となる心を育て、
ゆくゆく先の太い幹や枝葉の茂りを豊にと願わずにはいられません。
　陽光を浴びて万物が萌え出るとき、小学校へ入学される年長さん、年長・年中へそれぞれ進級されるみなさんが今後も健康で心豊かに育っ
ていかれることを心よりお祈り致します。
　ここに永い間、お世話になりました保護者や関係の皆様、１１年間本園の評価者委員会委員長としてご指導いただきました伊東　豊先生、
そして園だよりにて温かいエールを送り続けてくださいました短大の三上准教授に感謝の誠を捧げます。
　誠にありがとうございました。� 令和６年(２０２４年）３月１６日　　滋賀短期大学附属幼稚園長　　小　野　清　司　　

令和５年度卒園児の進学先
大津市立� 平野小学校� 13名
大津市立� 富士見小学校� 7名
大津市立� 膳所小学校� 6名
大津市立� 中央小学校� 3名
大津市立� 逢坂小学校� 2名
滋賀大学教育学部�附属小学校� 2名
大津市立� 瀬田南小学校� 1名
大津市立� 南郷小学校� 1名
大津市立� 石山小学校� 1名
大津市立� 晴嵐小学校� 1名
大津市立� 長等小学校� 1名
京都市立� 花園小学校� 1名
茨城県土浦市立� 下高津小学校� 1名
東京都世田谷区立�玉堤小学校� 1名
� � 計41名

人事異動について
　３月31日付けで下記のものが退職します。
　　　　園　　　長　　　小野　清司
　　　　ぱ ん だ 組　　　岡本　芽依
　　　　らいおん組　　　南　　将樹
　　　　用　　　務　　　山本　　武
（永い間、お世話になりありがとうございました）

卒 園 号園長の思い（スマイル）
「年長４１名の皆さん　卒園おめでとうございます」「年長４１名の皆さん　卒園おめでとうございます」

　　　　　　　『 誕 生 会 』

Ｏ委員
　・�卒園生が小学校の持久走大会で優勝したと聞きました。幼稚園時代から､ 運動に親しませていただいたことが大きいと親御さんがおっしゃっ
ていました。

　・�広い園庭、身体づくりの良い雰囲気の幼稚園で生活出来て良かったです。
　・�大人気だった預かり保育のスポーツ教室を復活して欲しいです。
　・�短大のお兄さん、お姉さんとの交流を喜んでいる。附属幼稚園としての特徴を出していただいている。
　・�作品展を拝見したがとても素敵なスペースである。
Ｍ委員
　・�作品展を拝見して、材料、絵の具の色等先生たちの研究の後がある。
　・�県の作品展の審査委員を務めることがあるが、入選するような作品が多い。
　・小さな作品のガムテープの使い方は工夫してください。
　・�短大に来て朝のマラソンをしている幼児の姿を学生たちは好意を持って見ている。平生からの交流は大切である。
　・�２歳児親子登園事業に学生たちも参画させていただいたが、親との対応の仕方なども学ばせていただいた。
I 委員長より
　・評価者委員として長い間幼稚園に来させていただいた。いつも子どもの「学びと育ち」の観点で見学させていただいている。
　・�年長の走り方と年少のそれとは当然のように違う。公立幼稚園に行く事があるが、当園の年長のようにあんなにしっかりと良いフォームで走
れているところはない。

　・�作品展では、それぞれの学年がテーマを持って取り組んでいる姿がわかる。子どもに寄り添って、伴走している先生たちの姿が目に浮かびます。
　・�インフルエンザによる学級閉鎖などがないのは日頃の体力づくりなど影響していると思います。
　・�今後の運営では、保護者のニーズに合わせた方向も必要ですが、附属幼稚園としての強みを生かしながら経営に努めてください。

御　礼

育友会様より
スロープの手すりの塗装を記念として施工
くださいました。ありがとうございました。

令和５年度 滋賀短期大学附属幼稚園第３回評価者委員会委員コメント


